
SOEI Group の底力 



　当社グループ事業母体の双栄基礎工業株式会社

は、1977年の創業以来、地盤改良工事の専門業者

として、インフラや建物の工事現場における安心・安

全を支援することで、お客様のニーズにお応えすると

ともに、広く社会に貢献してまいりました。

　2015年に株式会社サナースを傘下に収め、SOEI

グループを形成。地盤改良工事の業務領域を拡大

し、さらなる企業価値の増大を進めるために新たな

スタートを切りました。また、2019年には株式会社レ

ガリスを傘下に加え、労働者派遣事業に本格参入

し、グループの事業拡大を図りました。

 　建設業を営む企業において、その成長のカギを

握るのは、言うまでもなく「人」です。人口減少が進む

我が国では、同時に少子化と高齢化が急速に進展

しており、産業界では人手不足が大きな経営課題と

して浮上しております。特に建設業界は就業者の高

齢化と若手の人材不足が顕著であり、厳しい経営環

境にさらされております。

　かつて建設業界でも、人材過多によりリストラが横

行しました。しかし、当社はそうした状況下にあっても

人を減らすことなく、受注確保と経営努力によって乗

り切りました。

　幸い当社グループは、一時的な利益を追求するた

めのリストラを否定し、人材を企業活力の源泉として

きたため、人材不足問題には陥っておりません。むし

ろ、人材不足の問題は、近年高まりを見せる自然環

境保護や防災減災意識、老朽化したインフラの維

持・管理ニーズなどと相まって、当社グループにとって

は大きなビジネスチャンスだと捉えております。

　将来は、グループの成長と安定経営はもちろん、建

設関連技術者・技能者のステータスを向上させたい

と考えております。ステータスが上がれば、働いている

人の誇りも高まり、人材も集まってきます。技術者・技

能者のステータスを向上させることが好循環を生み、

会社の成長を後押しすると考えます。

　ＳＯＥＩグループは、これからも「働く人と会社が共

に成長し、ステークホルダーにとって価値のある企業

になる」というビジョンを目指し、地球エンジニアリン

グ企業として社会に貢献してまいります。

代表取締役社長

「人」こそ全ての源泉。
誇りを持って仕事に打ち込み、
社会インフラの安心・安全を
支えてまいります。

若山圭介
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建造物の地盤として十分な強さがない地盤を軟
弱地盤と言いますが、地盤改良は軟弱地盤に対
して、地盤強度の増強、地盤・構造物の沈下・
変形の軽減、地盤掘削時の湧水軽減、地震時
の抵抗力付加などを目的に行います。また、汚
染土壌の無害化や封じ込めのために行われる

軟弱な地盤を強くし、安心・安全な建造物と工事を支援

SOEIグループは、建設業界にあって地盤改良工事を中心に事業を展開しています。地盤改良工事は、道路や上下
水道、交通機関などのインフラをはじめ、建築の工事現場で、地盤や工事そのものの安心・安全を担保するため
に行われています。地盤改良工事は、構造物を支える土台であり、社会に必須の技術であります。SOEIグループ
は、地盤改良工事、修繕維持・補修を通じて、広く社会に貢献しています。

私たちは、
「地球エンジニアリング企業」です

世界に安全と安心を

路上から掘り進める開削工事では、土留壁

背面に薬液を注入することで地下水の侵入

を防ぎ、底盤には、高圧噴射工法でセメント

を混ぜることにより地盤強化を図ります。シー

ルド工事は、周辺構造物や路面への沈下防

止対策等として採用されています。

地下鉄 高速道路 空港
支持地盤確保のため、深層混合処理工法

（セメント系）により軟弱地盤を改良します。ま

た、トンネル等の掘削機が発進・到達する立

坑周囲の地盤強化や、高圧噴射攪拌工法等

により、地盤全体を改良し支持地盤とする目

的に採用されています。

空港用地は埋立地が多く、間隙水及び土質

にバラツキが多い粘性土地盤では不同沈下

が生じる要因となります。また、空港用地は平

坦性を求められますので、安定した地盤にす

る目的で地盤改良が取り入れられています。

港湾 トンネル 橋梁
港湾の地盤は軟弱であることが多く、地震や

波等による地盤の崩壊防止、液状化防止、圧

密沈下の軽減などを目的に地盤改良工法が

採用されています。海洋土木においては、欠

かせない工法の1つです。

トンネルには様々な用途があり、新幹線、道

路、地下トンネルなど多様なトンネルが使わ

れています。ほとんど止水注入を目的に、主に

補助工法となっています。トンネルの出入口

の地山補強や、トンネル背面の空洞充填など

にグラウト注入工法が採用されています。

橋梁の橋台や橋脚等の基礎下の改良杭に

用いられ、構造物を支えます。支持方式は、

支持杭と摩擦杭に分けられ、支持杭では先

端を支持層に到達させ、摩擦杭は地盤と改

良杭の摩擦力により、それぞれ構造物の荷重

を支えます。

“地盤改良”って何？

こともあります。地盤改良の方法には、土を入
れ替える「置換」、水抜きにより間隙を埋める
「圧密・排水」、密度を増大させる「締固め」、
薬液やセメントで固める「固結」、動かないよう
に拘束する「補強」があり、SOEIグループでは
固結工法をメインに行っています。












